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1. はじめに 

近年，皮膚医学系に加えて化粧品開発分野においてもヒト皮膚の光学特性や光伝搬解析の研究

が積極的に進められている．例えば肌の透明感は，視覚的な表現ではあるが，皮膚組織内の光の

吸収や散乱現象と密接に関わっており，光学的な解析が重要である．皮膚の透明感を定量的に評

価する手法の 1 つに，鏡面反射光を除去できるスリットライトセンサ 1)があり，内部反射光の輝

度分布と透明感を関連づける報告が示されている．光は波長により皮膚組織内の光伝搬形態が異

なるため，波長毎の特性に注目することが重要である．既存の方法は RGB画像を用いて計測を行

っており，波長に関して透明感に影響を与える光伝搬分布の関連性はまだ分かっていない．そこ

で本研究では，スリットライトセンサと同様な実験光学系を構成し，皮膚内部反射光の表面分布

を液晶型波長可変フィルタを用いてハイパースペクトル画像撮影することで，波長ごとの拡がり

を調べ，輝度分布特性を実験的に考察することを目的とする． 

2. 実験光学系 

Fig.1 に本研究で用いた斜方スリット照明によるハイ

パースペクトルイメージングの光学系を示す．光源には

ハロゲン光を用いてレンズにより斜方 60度の角度でス

リット( 1 mm x 5 mm )に集光する．皮膚からの内部拡散

反射光は液晶型波長可変フィルタを用いて分光し，モノ

クロ CCDカメラにより可視波長域にわたって 10 nm毎

に画像を撮影する．スリットを皮膚に密着させ鏡面反射

光は遮蔽板により遮られるようにした．これにより皮膚

の内部を伝搬した拡散反射光だけを検出する．光源の分

光特性を考慮するため，標準グレイ板を用いて補正を行

った． 

3. 結果 

 Fig.2 にハイパースペクトルイメージングにより取得した各波長毎の皮膚表面強度分布画像の

一例を示す．左端がスリット照明側であり，左側から右側に向けて強度が低下していく様子が分

かる．次に Fig.3 に波長別の１次元強度分布を示す．y 方向に平均した値を x 位置(ピクセル)に対

してプロットしている．これより波長が長くなるにつれ拡がりが大きくなっていることが確認で

きる．今後，波長毎の拡がりの特性を定量的に解析する． 
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Fig.2 Intensity distribution images. 
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Fig.1 Measurement optical system for 
 hyperspectral imaging with slit light. 
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Fig.3 Intensity distribution 
in x-direction. 
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